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はじめに
　現在，わが国の学校教育は様々な課題を抱えているが，なかでも，子どもたちの学力低下は
重要な教育課題となりつつある。OECDのPISA（学習到達度）の結果によれば，問題解決能力
や読解力においてその低下が顕著であり，自分で問題を設定し，解決方法を考える力に弱いと
いう1。また，文部科学省が実施した全国学力調査においても，問題解決のために必要な情報を
選択できる能力に難があり，学校で学んだことを実生活の中で活用できるようにするという学
習指導要領の目的が必ずしも達成できていないことが明らかにされている2。以下で取り上げる
総合的な学習における図書館を活用しな学習は，自ら問題を設定し，その解決のために適切な
情報を選択・収集する活動を中心に展開されるものであり，今後の学校教育に求められる問題
解決能力を育成する重要な教育方法として位置づけられるものである。
　そこで，本稿では，まず，米国で導入されている図書館を活用した学習方法を取り上げ，そ
の特徴について考察する。次いで，本学の「授業デザイン力形成支援プロジェクト」（教員養成
GP）の一環として訪問調査した石川県白山市立松任中学校における総合的学習の取り組みを
紹介し，図書館を活用した総合的な学習の事例について検討する。最後に，図書館を活用した
総合的な学習の意義についてJ．デューイ（Dewey）の教育論を手がかりに考察する。
1．　図書館を活用した学習方法 問題解決アプローチと情報源アプローチ
　図書館を活用した学習方法は，問題解決アプローチと情報源（source）アプローチに分けられ
る。前者は，教師が提示する課題の範囲のなかで，児童・生徒が関心のある問題（テーマ）を個々
に設定し，その解決に必要な情報を図書館の情報源から選択し，利用する学習を通じて，問題
解決能力の育成と図書館活用能力（情報活用能力）の育成を図るという方法である。一方，後者
1　“応用力日本続落”　朝日新聞　2007年12月5日　朝刊
2　“学力の「質」課題”朝日新聞　2007年10月25日　朝刊
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の情報源アプローチは，辞書・事典，書誌・索引などのレファレンス資料（印刷メディアと電子
メディアのいずれも）を体系的に学習するとともに，ある事項やテーマ（質問）に対してレファレ
ンス資料を使い回答を探索する方法を学習するものである。
1．1問題解決アプローチ
　問題解決アプローチは，図1に示したように，「課題の受理（問題の設定）→テーマの選択→焦
点の検討→焦点の形成（明確化）→情報の収集（情報源の選択・探索・収集）→発表の準備（情報の
利用・加工，情報発信）」というプロセスを学習するなかで，情報源の利用に関する学習が展開
されることになる。このC．C．クールソー（Kuhlthau）のモデルは，問題解決過程の各段階にお
ける感晴・思考・行為も学習の対象となる。問題解決過程で生じる感情がどのように推移する
のかを予め理解しておくことにより，感情を自己コントロール下におくという効果が期待され
る3。また，思考過程については，必要な情報について当初の曖昧で漠然とした段階から，より
具体的で特定化された段階への推移を理解しておくことが重要である。行為については，情報
探索行動が問題の主題に合致した適合情報の探索から，児童・生徒の興味関心のレベルに合致
している適切な情報探索へと展開することを理解しておく必要がある4。
図1問題解決過程と図書館利用
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出典：Kuh］thau，　C．C．　Teaching　the　Library　Research　Process，　The　Scarecrow　Press，1994，　p．25．
　このアプローチでは，具体的な問題解決過程の場面で，どのような情報源を探索・利用し，
問題解決にあたればよいかを学習することになることから，情報探索の知識・スキルを実践的
3Kuhlthau，　C．C．　Teaching　the　Library　Research　Process．　The　Scarecrow　Press，1994，　p．25．
4適合（relevant）情報とは，探索した情報が問題の主題（テーマ）に合致した情報であること意味する。そ
　れに対して，適切な（pertinent）情報とは，情報要求者が自分の要求に合致していると判定した情報を意
　味する。適切性の判定には，情報要求者の目的や動機，そのテーマに関する知識状態などが影響するこ
　とになる。それゆえ，適合情報が直ちに適切な情報となることは少ない。
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な場面で応用する能力が促進される。その一方で，情報探索の知識・スキルが断片的になると
いう問題点がある。というのは，設定された問題（テーマ）の解決に必要な情報源に関する知識
やスキルに限定されるからである。このように，この問題解決アプローチでは，情報源に関す
る体系的な知識・スキルの獲得が難しいため，異なる情報源の利用が必要となる問題解決に十
分に対応できないといえる。
1．2情報源アプローチ
　情報源アプローチは図書館の機能を含め，レファレンス資料を中心に体系的に学習する方法
である。このアプローチによる学習を通じ，図書館活用と各種のレファレンス資料の探索・利
用に必要な知識やスキルの獲i得が期待されることになる。C．R．ミラー（Miller）は，　R．ガニエ
（Gagne）の学習階層の理論5に基づいて，図書館利用に関する学習階層（図2－1）と特定のテーマ
に関する情報探索に関する学習階層（図2－2）を提示している。6図書館利用に関する学習階層
では，検索戦略の構築7が可能となる知識とスキルに関する学習が最上位におかれている。検索
戦略可能な知識やスキルを学習するためには，レファレンス資料の類型が既に理解できており，
テーマ（主題）に応じて適切なレファレンス資料の選択ができる知識を既に有していることが前
提とされる。
5Gagne，　R．吉本二郎・藤田統訳　『学習の条件』　文理書院　1970年　341頁
　学習階層とは，ある学習の前提条件（それ以前に学習しておくべき知識・スキル）を示したものである。ガ
　ニエ（Gagne）の学習階層によれば，学習の種類の最上位にあるのが「問題解決」である。その前提条件と
　して「原理」を必要とし，その前提条件として「概念」を必要とし，その前提条件として「複合弁別」
　を必要とし，その前提条件として「言語連合」を必要とし，その前提条件として「刺激一反応結合」を
　必要とする。
6Miller，　C．R．“Scientific　Literature　as　Hierarchy：Library　Instruction　and　Robert　M．　Gagne，”⊆塵
　and　Research　I．ibraries，　vol．43，　no．5，　p．385－390，1982．
7検索戦略の構築は，情報要求の分析→情報源の選択→検索語の選定→検索式の作成の4段階からなる。
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図2－1　図書館利用に関する学習階層
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図2－2　情報探索に関する学習階層
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　　図2－2に示したように，情報探索に関する学習階層では，ff～W段階の，選んだテーマに
関する知識状態によって選択すべきレファレンス資料が異なることを学習することが重要とな
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る。また，情報探索過程の学習としては，V～W段階の，百科事典，専門事典による事実検索
を経て，書誌・索引（二次資料）による文献検索に展開し，最終的に専門図書や雑誌記事という
一次資料の利用に至る点を理解することが重要である。
　このように，情報源アプローチは情報探索の知識・スキルについて体系的に学習する枠組み
を提供するものであるが，情報源が実際に利用される問題解決場面とは切り離された学習とな
るため，獲得した情報探索の知識・スキルが具体的な問題状況場面において転移されることを
難しくしている。
　以上，両アプローチによる図書館を活用した学習方法を見てきたが，図書館を活用する学習
のねらいは問題解決可能な能力の育成にあることから，図書館活用学習は問題解決アプローチ
による学習が基本となる。同時に，様々な問題に対応できる能力を育成するためには，様々な
問題の解決に必要な情報の探索能力が求められることから，情報探索の知識・スキルを体系的
に学習する機会を導入することも求められる。
2．　図書館を活用した総合的な学習の事例
　石川県白山市立松任中学校では，「総合的な学習の時間」において，図書館を活用した課題解
決型の学習を導入している。資料1－1～2（巻末）は，この「総合的な学習」の単元の一つであ
る総合基礎「参考図書で調べよう」の指導案である。レファレンス資料の利用法を中心に図書
館を活用する学習はこの単元において導入されている。同指導案の「4これまでの指導の流れ
（総合学習基礎分野）」に示されているように，この「参考図書で調べよう」という単元は2
時間からなっており，その1時問目の指導案が資料2－1～3（巻末）である。この1時間目の授
業では，情報要求に応じて選択すべきレファレンス資料について学習される。
　両単元の指導案（資料1，資料2）の「展開」の部分の記述における下線部分は司書が担当
する箇所である。白山市の公立小・中学校では，図書室に専任の司書が配置されており，図書
館の専門的業務にあたるとともに，司書教諭と協働しながら図書館利用指導を実施する体制が
組まれている。このように，レファレンス資料についての解説や利用法の実際を図書館情報学
の専門的知識を有する専任司書が担当することの意義は大きい。課題解決型の学習に対応する
ためには，レファレンス・コレクションの構築，公立図書館と連携したレファレンス資料の収
集など，図書館のレファレンス・サービス，とりわけ間接サービスにあたる作業が必要であり，
専任司書の存在なくしてこれらの作業を円滑に遂行することは困難である。
　資料1－1の指導案の「4これまでの指導の流れ（総合学習基礎分野）」に示されているよう
に，レファレンス資料の利用を中心とする単元の学習に先立って，課題解決のプロセスと方法
を学習する単元が設けられている。「①総合学習オリエンテーション」，及び「②テーマの決め
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方」がそれである。「①総合学習オリエンテーション」では，「テーマを決める一情報を集める
一記録し，まとめる一分かったことを伝える」という課題解決の手順やプロセスが示される。
このうち，「情報を集める」，「記録し，まとめる」に関する実際の学習活動は，資料1－2の指
導案に示されているように，「参考図書で調べよう」という2時間からなる単元で行われている。
　課題解決型学習を扱うこの総合的な学習では，図書館の活用を課題解決に必要な活動として
明確に位置づけている点に特徴がある。情報探索の知識・スキルについて，それが必要となる
文脈から切り離すことなく学習することにより，その知識・スキルを具体的な問題状況の場面
において転移できるようになることが期待される。
3．課題解決に必要な知識・スキル
　こうした課題解決に必要な知識・スキルは，問題解決と情報探索に関するものに加えて，主
題に関する知識が含まれることになる。
　問題解決の知識・スキルとは，図1に示した問題解決過程の流れ（段階）に関する知識であり，
各段階において生起する感情，思考，およびとるべき情報探索行動についてコントロールでき
るだけの知識やスキルを指す。情報探索の知識・スキルとは，既に述べたように，問題解決に
必要な情報の選択・探索・収集・利用に関する知識・スキルである。
　さて，主題に関する知識については2種類に分けられる。その第一は，課題に関する知識で
ある。これは，ある個人にとって，どのような対象が課題となるのかを決定するものであると
同時に，その個人にとって，その課題の解決に必要な知識がどのようなものかを決定するもの
でもある。すなわち，何が課題となるのか，より具体的に言えば，その課題のどのような側面
について取り上げるかは，課題となる対象に関する個人の既有知識の程度によって決まり，既
有知識によって必要な情報も特定されることになる。例えば，環境問題に関するテーマを設定
した場合，環境問題に関してその個人が有する事前知識の程度や，環境問題に対する興味・関
心が深く関与することになる。生徒の場合，この環境問題に関する事前知識は主として教科の
授業と学習を通して獲得されるものであろう。環境問題について学習することで新たな疑問が
生じ，あるいは，個人的な興味・関心からさらにより専門的な事象に関する問いが生じること
により，その生徒固有の課題が設定されることになる。
　課題解決型学習において最も重要な段階はこのテーマ設定であり，生徒にテーマ設定自体の
意味を理解させることが特に重要となる。すなわち，テーマ設定にあたっては，そのテーマに
関する自分の知識状態に関する自己診断の必要性を指導することが重要である。そこで，教師
はそのテーマに関連して既にどのような授業が行われ，生徒はどの程度理解できているのかに
ついて，個々の生徒について把握しておく必要がある。あるいは，これまで授業で直接取り上
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げたことがないようなテーマであれば，そのテーマの基本的な理解に役立つような情報源を紹
介する必要がある。
　主題に関わる知識としては，以上のような課題に関する知識とは別に，課題を解決するため
に選択・収集された情報を利用し，読解するための知識がさらに求められる。収集し，入手で
きた情報を利用し，読解するためには，その情報が扱っている主題に関する一定の知識が必要
となる。たとえ，百科事典のように概略的で基本的な情報を提供する情報源であっても，その
情報内容を理解するためには一定の知識が求められる。
　ところで，情報探索の知識・スキルは，課題解決の本質から見て，不可欠な知識・スキルと
いえる。これまで指摘してきた通り，個人にとって，ある事象を課題として捉えるのは，その
事象に関する知識が不足していることを意味する。この知識の不足がその事象について「わか
らない」という状態をもたらすのである。したがって，ある事象を課題として設定した時点で，
その解決を図るためには不足している知識を得るための情報の探索と収集が不可欠の作業とな
る。なぜなら，選択・収集の結果，入手できた情報を利用し，読解し，自らの知識とすること
によって，それまでわからなかった事象（課題）が理解できるようになり，課題が解決されるこ
とになるからである。
　それでは，何ゆえ，課題解決に必要な情報源の選択と収集に図書館が関与しなければならな
いのであろうか。いうまでもなく，図書館は情報源が蓄積され，検索可能な状態に組織されて
いる施設である。しかし，その理由だけであれば，検索エンジンを使い，インターネット上の
情報源を利用するという方法もあろう。図書館が何ゆえ課題解決に際して重要な情報源として
位置づけられるのかといえば，それは，図書館が主に文献（出版物）を蓄積し，提供する施設だ
からである。特に事典類を中心とするレファレンス資料は，様々な事項について信頼性の高い
正確な情報を提供する情報源として位置づけられるものであり，’ ?骼柾ﾛについて知るときの
典拠（cognitive　authority）となりうる情報源である。課題解決においては，こうした信頼性の高
い情報を含む情報源の選択がきわめて重要であり，その選択の如何が課題解決の成否に決定的
な影響を及ぼすことにもなる。特に学校教育においては，信頼性の高い正確な情報源の選択に
基づいた課題解決型学習を展開する必要があることは言うまでもない。
4．課題解決型学習の意義と図書館活用 J．デューイの教育論を手がかりに
　ここでは課題解決型学習の重要性と，教育において図書を利用することの意義について，デ
ューイの考え方を通して考察する。
　デューイはリテラシー（読み・書き・算）教育が適応すべき条件として，問題の設定と図書利
用の重要性を指摘している。すなわち，設定すべき問題が子どものより日常的で，直接的で，
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個人的な経験から生じたものであって，その解決，満足，追求のために図書の利用が不可欠と
なるような問題であることが必要であると述べている。8このように，デューイによれば，リテ
ラシーという基本的な学習において重要なことは，子どもの個人的，日常的で身近な経験のな
かから，子どもにとって興味ある問題を設定し，その解決のためには，文献を通した情報の探
索と収集が必要になるような問題を設定することといえる。
　また，デューイは，歴史の課業を例に問題の設定とそれに続く情報収集を含む課題解決型学
習の意義と方法について次のように指摘している。
　歴憩の諜においτぽ，物房・ズiii　誠から，ぞ乙でまた．揚当ノをクの周暫〆ごついτの詣講
から，β懸の讃定への鹸が行力虎る。ぞ虎κついでの，競の継が醗である，点窟嚢・
反各などと衡察づノブ2らノZるごとノがら」r｝s；つカκ齪のラえ〆こあらカ〆Zτぐる。乙ノか乙，こ
の郷クゑ生∠∫，，競の梶ンがtZ　e’ることがらを一つの擁な滑躍κまで発麗ぜ乙めるカめ〆ご
蒲を湧「いること，子ど6を乙τ逐灘≡なノ閉題前ぱまさκどラいラことなのかを唇ぜ乙め，か
ノZを乙（そのβ懸煎〆こ艀孫のある棚をさが乙6とめる〆こあ／」っτぱβらのLTIJe　tiこkよら乙
め，ぞ乙でまたその桝を衡7孫グけるκあオっτ〆読　ナなカち葬決を擢るκあノ6っfCt，β
らの≠断κカよら乙めることぱ．いちだる乙レ吻が夕差歩を，彦娠乙τレ・る。9
　このようにデューイによれば，課題解決型学習とは，討議を通して子ども自身が問題を認識
すること，また，その問題について多様な見解の存在を資料にもとついて見出し，それぞれの
見解を相互に比較することにより，自己の見解を形成していく学習に他ならない。
　最後にデューイが考える教育における図書の位置づけについてみておきたい。デューイは教
育における図書の地位について次のように指摘している。
　子ど6ぱ．彰〆こ6のごとを存ラ／lfdプでなぐ．〃テラ6のごとにfi　1する翻含を6i酵擢する。あら
ゆる欝ぱ酸甥凄〆ご毯聯に翻さ虎，童～柳こ／beんらノかの影響を与，2る。
このことが教P育』〆こお〆プるん野副あるいぱ房芽豊ノの彪血を決定する。図書な務鋳のκカヲ
物と乙τぱ汚害な6のであるが擢騒聾を蜥乙姦震するラ2　dtfO’いてぱこの一左6なぐ．重要d・
6のである。10
デューイは，教育における子どもの身近な経験，日常的な経験を重要するが，そうした経験
8Dewey，　J．宮原誠一訳　『学校と社会』　岩波書店　1957年　　133頁
9　1bid．，　p．177－178．
10　1bid．，　p．101
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に意味付けを行い，豊かに発展させることが，図書を読むことの意義であると捉えているので
ある。
おわりに
　デューイの研究者として知られる市川尚久は，デューイが求める学力観について次のように
指摘している。
　レ⊃ま改ρめ℃あx｛1τデ’z一イに，学表で誠さ虎るべき勃とぱ侮かを滑クラ／beら∠ズ
おそらぐテンーイぱ．なんらためらラことなぐ〃賜題を児つグ出乙，耀を虜ζ決する麗労
な訪クであるノと応，2るtiこちがいない。その彪力賦義1存の寵て歪今労学聲》∫茨めるん初の寵冶
尼ノにノ泌する訪クである。11
　課題解決型学習を扱う総合的な学習のねらいは，生徒自らが主体的に問題を設定し，その問
題を解決できる能力を育成することにある。問題解決能力の育成は学校教育の重要な目標であ
ることはいうまでもない。各教科の学習は，この問題解決を可能にする知識・技能を準備する
ための学習として位置づけることができる。換言すれば，教科の学習は問題解決能力育成のた
めの手段である。しかし，わが国の現下の学校教育では，手段であるはずの教科の学習に重点
をおくあまり，学んだことを問題解決が必要な状況のなかで実際に応用する能力を育成する学
習が十分に行われているとは言いがたい。そのようななかで，総合的な学習の時間は，こうし
た問題解決能力育成のための学習の機会としてきわめて重要なものである。
　しかし，現在の学習指導要領がゆとり教育による学力低下を招いたとの表面的な批判を受け，
目下すすめられている学習指導要領の改訂では，総合的な学習の時間が大きく削減され，再び
教科の学習に多くの時間をあてようとしている。日本の子どもたちの学力は，OECDによる
PISAの結果が示すように，問題解決能力，応用力，読解力，思考力において低下しており，
知識詰め込み型の教科の学習ではそれらの諸能力の向上は難しい。教科の学習を重視するので
あれば，各教科におい日常生活や社会生活に密接に関連する問題を教材として用い，課題解決
型学習を導入することが必要である。ただし，注意すべきことは，日常生活や社会生活上の問
題は，教科の枠を超えた複合的な領域で生起し，複数の教科で学んだ知識を総合的に活用する
ことが求められる事例に満ちている。ゆえに，教科の学習を通して学んだ知識・スキルを総合
的に応用することが求められる課題解決型学習を志向した総合的な学習の意義はこれまで以上
11市川尚久　“訳者あとがき．”　（Dewey，　J．『経験と教育』　市川尚久訳　講談社　2004年　154頁）
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に大きいといえよう。
資料1－1松任中学校における「総合的な学習」指導案
f総合的な学習」揚導案
場　断：灘欝館
指滋煮：　　　　　　（丁叢）
　　　　　　　　　（T2）
1　単元　総含灘礎滲考鵜轡でしらぺようi
2　fi標
　・衡轟欝蝋潔プラヂィア｝を実鎌に｛変い、その霧効な使い雰を知る．
　・場務解説から火甥な霧締を簡潔iこ敏i劉峯すことを攣ぶ。
3　指導にあたって
ω敏轡鰻
　　総金や教繕の鯛べ聯難こ役豊つ総含欝轟審爽1ポプ肇ヂィア）は溶鷹こ2セットあるが、クラス難寛で利粥掌る
　ためには牽脅な数ではなく、憂の縫い芳についての搬確の機金を持つことができなか横た。今難1．轡幽の小や
　学校を濾捌しているセソ多を漉舞1することによil、耀こ1セット雛纈することがで毒、本聯でその有効頽熱・
　方iこついて掌ぶことに瓠丸．
　　ポプラヅィアの硬驚縫験畿、小蟻校によって大嚢な藻があ摯．一沸の｛1三縫｛纂とっで飢敦蝦翌の内欝も多い、寡
　鱒で綜鋳い芳のみではなく、避展麟学饗として溺講解説3齢i1火駒な夢摘を繭潔i韓嫉鍛董1すことも学ばせた
　い．麟醸こ盤縫は籟㌻権にeいて学蟹し。をの際に、資料からの賊写しまほよくな毫・ことを学んでいる、そ
　のこととも蕪めて犠朝な難蠣を纏灘こ肇メ愚することの大撃鰹を無えてい窓たt・k、．
鋤聲鷺礎観
　　鱗るく、敏鎌からの鶴い力畷にはジ廷気よく環罫讐嚢るクラ遇である。ただし、落ち灘妻がない第攣も霜り、
　学智の雰鵜気が鼠れることもある．塞磯”《鉾は、徴徳の興礫を鱗くような懸翼を提示したゆ．生縫が窟臨的に港
　磯する鴇函を多く設拶るこなで、犠ゆして欺宅，親め葛よう窯援銀てい書たい弓
藁　これまでの捲綿の硫れ㈱含常習蕪礎多シ舜｝）
　　⑳紛禽母鞍オリ濫ン働一シasンll　fisu，ff］
　　　　・翻べ学智の流れ　　・本稿の総倉学鞍の流凄1．
　　働ゲーマの蔽めカ（1縫蹴
　　　　・テーマ｛掌摺の礫題）を訣める方揺葦や墨順
　　⑳アンケートて糊ぺよう｛2縫縄｝
　　　　・アンケー討磐鱒の鑑寡　　・アンケー冒乍勢
　　奪ビデ才で翻べよう｛3鱒縄3
　　　　・欝鎗蕪地霧についでのどヂオ｛膿雛・驚藁・商叢・文1と）をみてメ篭をとる練習
　　（i嚇≧舞騨鍵で醐べよう｛2鴎灘…塞欝2／2（下線翻が塞時の内鋸）
　　　　・醒kな灘考鵬盤と縫い方　　・灘㌍縫1について
　　　　盛曝墜典の｛難、難　　・火纂な審槽趨趨窯縫選
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資料1－2　松任中学校における「総合的な学習」指導案
5　塞蒔の学習
????
???????
?????
猛縫の学習謡動 教節の支擾（下線部はT2の捲導内容）
i・脚新色々な鋳鐵擦こついて囎硫ことを確認する．｝
i・灘盤羅懸竸蟹勲猛盤盤塩ii
…
1＿＿＿＿＿＿籔麟撫典（承プラディア）を使う糠習をしよう．
i．よ聯G騰観つ1掲鋤にffr、kti」、L「算鞍勲し
・班マ脇力し、シーi・にある12鰯の購雛が、i・ワークシート韮を醍霧する．
Ptプ’ラディア姻面倦ツ筆粥ページ｛こ載ってい｝・9・Feeを餓し、一霧にスター藤せ軌
るかを蹟し．メモするr、⑱海編，纏地1：デ
ジタル放懲紘鍛っていないv）
・葬ξ琴贈を珊いて．愈が鶴懸の侮べ一ジに
警いる艦し講にそ瞭確ts’e．
・ヅラrs茎で鐙を確認“e　XSt，
iがあることを確認する・
i
…
…
i
i
I
…
…
i・搬子を琵て、終了の含關を鵡す。
　・馨え叙，鷲を摩るt；繍力槻つからなかつた儲を確認I
iするs“
　・藤磁に索粥巻を渡i．　その羅蒐垂をする
・なぜ鯵が蔽ゲぐいなかウたか縁ねるtt
・蚤簸｛こヅラス茎を護し　その鋭畷を繧〔蚤．．．
：畿灘欝響雛鰍i
　　　　　滞興墨興の解貌から穴姿寛緯欝樋を簡潔に按魯出・せ愁よう1こしよう。
｛＿一＿＿ツ＿牌＿＿t．．．k．．N．．p．．，．＿tnvnv＿一一．，＿nv．nv．一＿t＿＿ewwww．nVt＿．＿＿艀＿nt＿＿＿＿　　　　＿＿　　　　　　nVVt＿＿」
　　　　　　　　　　　　　　　　i礪醸翫鵬・・燃・鰍・…灘・
　　　　　　　　　　　　　　　　iとi，｝し、必嬰なことだけを籔｛鍛鱈すこと窪）穴菊さを確護2‘する登
　　　　　　　　　　　　　　　　i幌・晒醗鱗．
　　　　　　　　　　　　　　　　i・承ラえもんを鱗隷げ籔縮し縫桝、
　　　　　　　　　　　　　　　　　・堅ンク羅壷についで」触れる．
簿構や｝」ンク弓i嚢のための矯書藻を嬢き凱
し、蹴入ず鵜
・嬢鐙1熱し鯛と鋤鞍し、猟で霧訟込む．
l
i｛
　・期藷カードを斑に配姦する脅
i・大畿轟分を簿条轡きや購菱をで綾き撫すことを強調する。1
　・搬華を蛇ぐ、終了の愈翻靱溺㌻、
i・観鐙i：iし鯛鱒カ…ドを灘御量紹る。
・　塞購の懇想を艶入するv
・イン虜一傘ットでの　禦の懸と鐵めながら、ホ鵡就〉授藁
嚢蕪瓢認徽鑑蠣編
1・塊づ1留〉構示を鋤rぎ『。
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資料2－1　松任中学校における「総合的な学習」指導案
　　　　　　　　　　　　　　第1学年総合的な学習指導案
　　　　　　　　　　　　　　　総金基礎多参考磯書で調べよう　その1＄
1　囲綴
O魚々な資料の欝姓を実鯵、侮を醐ぺるかによつて資料を使ひ伽チる：とがで啓るようにする、
Q落馨権について知る。
2　資料
　Oワークシート！鯛欝館資霧を縫いこな攣厚潔イント｝
○ワークシート2《嚢瀬二滲鷲闘鞍のクイズ　襲灘i：灘考郷欝わ譲脅）
（｝カー・．．　＃’
　　　｛翼霧箏典1辞鏡・購典バ驚鑑ノ聯鑑’籍鞠・雄誌1パンフレツi・］
　　　（離激’索弓iタメし夢1～購珍｝
　　　乏資斜犠1鞍静犠・簾麹饗熱ノ出多撚路’冤鴛鱒～導縄した♂《一ジ1
3　擾欝艶旋欝・鋳醸軌難み数｝
　　　ltt　ig9）雀ぐe6127⑪　憂静2（071㈱働
　　　糞縫　そ4湾（㈱線¢驚）母の2’CO7f㈱（鋤
　　　3磁　その1ζQβ1黛3㈱　そ彰£〔Qcv29：t）
　　　4難　髪の1（◎？1⑪3翻　衝の2ζのw馨7⑳
　　　縫｛　そ鱒9鯵総2麟　そ灘2（窃脇｛懸〉
　　　礎ぞ鋼（6罐9⑬そび）凱07ノ憩囎｝
　　　7縫　そ鵡）9肪∫29騨　そ灘以の6緯o（鋤
　　　sc．　，K　そ4ン董（u（Y2s鋤　勢の鋸o？紛4聡｝
＊を賦η禦婁雛嚇磯簸継プ勢ゲィγ｝をダルーヅ
繍L！セット纏い．黙難鑓麟践鞍隷鞍をしま魚，
5　受鱒鍍
　・擾叢cr）鵬勝は衝のレそ櫛2爵醗欝ともに1鱒鞍露で．　　難磁と紛TTで穿，
　・丁緯雛鑑鈴灘生、’糠が　　海盤とな「）窪す、、STl搬鱗で餐い．解饒など戦‘ヤ納な齢黛のみ｛書霧
　　鞭鍵鍵〉㌔ド線懸分）をrr　2渉費い…隻す．
　・徴縫纏鰻ごとで綴らせてくだ毒いる磁艦農を難る場脅拡舞1紙の劉欝寂籍霧嚢があ吟ます．
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資料2－2
4　震閣
松任中学校における「総合的な学習」指導案
む
7
生徒の学習落動 教蜘の支援（下線部はT2の指確内霧）
轡・17一クシート畿鍵る．　・ワークシ唖瞳繍掲e；
慧　ド　　。，。，，鰍騨鞭。，。し。，．」
　　　・教薩の説勝を翻奏、その資i∴畿漁盗轍舅鷹撚ゑ猛煮盈孟ゑ鼠彪勲滋魚ゑ磁漁髭確鐙患燈瓢蓋鐙漿i
　　　群名を鰺え、露醐に謙入してi獲徽鷺轍磁藍魚盆．叢煮繕纏露。臨擬滋濡鋭駿．翫：驚証撚．．．Φ～（馨の欝えを、
　め　　　　　　　　　　　　　　　　iカーKで翠し、碗認していく“為｝　　　　　燃・撫…翻懸懸獅・・…購鰍・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　●亀・なな：箏蝦を欺lj上げて貌畷1してあるb講べるfめ必本の三鉱雛n
　　・総合的な掌響のおおまかな淺れを示し（拡大紙）、醜総する。
　　｛テーマを決める一嬢報を鎮める一記録L、まとめる一一分かったことを俵える｝
　　・雀時に学ぷ3つのポイントを傘し（鉱ナご紙）、確認する，9
i〈濾切娘徽欝㈱を鋤る｝　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　…　いく砲
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…i　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　；
　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　…°C「　クシ　1・X鰻鞭囎i
　　　　　　　　　　　　　　i蟹繍のクイズにチをレンジi
　　　　　　　　　　　　　　唇ず駄
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　　　　　…
●＆々な雛額があ移． 寧晒にあったも勇を建う．，．みんながよく｛甕うの1
　灘総難敷一斑灘
●携物や購物など麟1；穰類の蔓逸勇鱒爆轟や絵を撫めて 緬れ解れの特
緊や灘いを魏嗣してあ灘、
瞬翁囎鑑
●三年鱒（9＞塞な鐵寮欝や：孕鮮樋　畿鎌などがまとめて轟り　毎些1三｛i養る塞。・
瞬葱無総
魚鷺総駐鍮駄義漁鍛熊誌灘縫騒嵐瀧ゑ薫滋謙窯蕊ゑ島
灘灘●庵では灘♂《iこくい縷織を無療ことがて黛る．ゲー－7凱揖〆ブぐ崖と蕪1
った構轍を繧とまった簿報が欝いであ徽．霧労⑳雛んでいる題械の1
　　　一・礁バンw／u・yト
　・夢rについてi魏ぺ恐のか｛二菰って、蔽もふ魯わiノい資料を選ぶこ訟がで
i鍵る訟うにしよう・
　・ワ～クシート2を醍鞍するe
　畷）～鷺〉の翻賃を翻ぺると嚢に1捜ど櫛よう壕驚麟を鰻ウ臨ら議いぴ）藻ろ
iうか？線’㌘騎んでみよう。
　・襲藤に嶽溢資欝寮♪鯵樵も麟嬢ζ7雲＾惹よう納露窒翫
　・纂え禽わ・種をす導彦
＿＿－tゴ＿＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿m＿＿＿＿＿＿＿1＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿＿＿＿．＿．＿．＿＿＿＿＿＿＿＿＿，，，＿＿＿＿＿1
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資料2－3　松任中学校における「総合的な学習」指導案
????????
????
ポイント2籔糾から欲い贈餓を索攣く兇つけられるようにしよう」
1
・敏藤の鋭明を闘象ながら、
㊤～⑨にふ峯わしい需飛を考
え、蜜職こ詑入していく。
・ふさわしい資斜をみつけても、どのA“　・一ジを見ればよいのかわからな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1い揚倉、どうやウてその構疑撚せζ徽いのだろうか？一それぞれの資i
料には⑪～働のようなページがあるので、そのぺ～ジを落用する二とで、
禦鋤く情報を見つ纏ることができる9
・　～⑨の認をしながら　箒えを搬一ドで示し、確飽していく．　　　i
・物（　kした　の功一ドを　せながら　　か吟や一tiゆずる，
●　．のなめにあり　斑じ　fiを｝めて　に撮しを‘・けてある
●　料の後ろにあり、審晒の二…至十捌籟に幾んでいる
i
●その資斗の傍い力や特魚がのつている
・このようなページに薯1をつけると、敏しい麟餓が集めやすくなb。
承イント3「嫡轍の漁澱襟典）をはc》き撃萎せ．慶発の考え～頭ζ畷しよう毒
・…灘㌻権を轡るための滋憲点
を蜘聾、ワー一クシー一トに霧き
込弧
・ワークシート2敦をファイ
ルに綴る。
・ワークシートP．の纒灘を示し、讐偉権読ついて説明する。
・薯揮権を轡るための濡懸燃をカー一ド厳醗げて確認するウ
　●入の絵や文を（むだんで）縷わない！
　●（丸写し）しない。必要なことだ紗メ奄する。
　●弓Bl’1した離分は（「　　」）鎌どで畿楚の湾えとliく鋼する¢
・醐から得た騨1をっかってseめたい場合に‘認うすればよいの紹
ろう？一ウポー一トの簸後に参鷲資馨｝一覧を｛Pt－i、⑳～⑳の讐蠣（傍を雛；i
轍で糊を臨ておく、　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
　●　1’ft”　＃a｝1櫨温　　…t燃禽　　旺士峯（驚　嗣艦倫i聰　したページ
　●吏～醗のような質蝋が誠してあるベージ　　　　　　　　　　　　　1
　　遡　　　　　　　　　　　　i
・・略・膿際懸轍震プ・葡・甑調べ・翻・グルi
－一d琳飽暫？うことを鎖える。r　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
・梼苧σ）3tづけや言轟しく．ず紫賓、ビを轟霧認づ魑るよう｛義えるe　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
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